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九
州
、
新
時
代
幕
開
け

麻生渡氏福岡県知事
　
わ
が
国
に
お
い
て
ア
ジ
ア
に
最
も

近
い
大
都
市
圏
で
あ
る
福
岡
県
は
、

西
日
本
随
一
の
産
業
・
学
術
・
文
化

の
集
積
拠
点
で
す
。
ア
ジ
ア
と
の
長

い
交
流
の
歴
史
を
基
礎
に
、
発
展
著

し
い
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
連
携
し
た
取
り
組
み

を
進
め
、
わ
が
国
を
け
ん
引
す
る
新

た
な
成
長
拠
点
の
形
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
本
県
で
は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
高
度

な
技
術
力
や
大
学
を
中
心
と
し
た
優

秀
な
人
材
、
豊
富
な
研
究
成
果
な
ど

の
潜
在
力
を
生
か
し
、
先
端
半
導
体

や
バ
イ
オ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
日
本
人
が
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ

ル

ビ
ー

」
な
ど
、
次
世
代
　成
長
産

業
の
育
成
に
積
極
的
に
　取
り
組

み
、
関
連
企
業
の
集
積
　が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
ま
た
、
躍
進
す
る
ア
ジ
ア
の
成
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
、
と
も
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
県
内
中
小

企
業
の
海
外
進
出
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年
か
ら
は

福
岡
と
タ
イ
の
中
小
企
業
経
営
者
同

士
の
交
流
を
深
め
る
機
会
を
設
け
、

技
術
提
携
や
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
に
つ

な
が
る
商
談
も
進
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
福
岡
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
の
開
催
な
ど
ア
ジ
ア
で
関
心
が

高
い
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ニ

メ
、
マ
ン
ガ
な
ど
若
者
文
化
の
発
信

に
も
力
を
入
れ
、
福
岡
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
生
か
し
た
地
域
の
魅
力
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
九
州
新
幹
線
が
全
線
開

通
し
ま
す
。
新
し
い
九
州
の
時
代
の

幕
開
け
で
す
。
九
州
の
拠
点
都
市
が

新
幹
線
で
結
ば
れ
、
経
済
、
文
化
、

学
術
交
流
が
一
層
活
発
に
行
わ
れ
ま

す
。
福
岡
の
商
業
集
積
、
熊
本
や
鹿

児
島
の
自
然
や
歴
史
遺
産
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
持
つ
魅
力
を
磨
き
、
競
い

合
い
、
九
州
が
一
体
と
な
っ
て
発
展

す
る
こ
と
で
ア
ジ
ア
に
向
け
た
日
本

の
「
第
４
都
市
圏
」
が
形
成
さ
れ
る

も
の
と
確
信
し
ま
す
。

「
さ
く
ら
」
で
交
流
花
開
く

古川康氏佐賀県知事
　
３
月

日
か
ら
九
州
新
幹
線
「
さ

く
ら
」
が
鹿
児
島
―
大
阪
間
を
走
り

出
し
ま
す
。
三
十
数
年
前
、
私
が
進

学
で
東
京
へ
行
く
の
に
乗
っ
た
寝
台

特
急
も
「
さ
く
ら
」
で
し
た
。
地
方

か
ら
東
京
へ
行
く
電
車
を
「
上
り
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
何
で

も
東
京
に
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
い

ろ
ん
　な
地
域
が
元
気
に
な
る
よ
う

に
　し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
い
ま
、
東
京
一
極
集
中
の
デ
メ
リ

ッ
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
現

れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
全
体
の
活

力
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な

る
前
に
地
域
単
位
で
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
各
都
道
府
県
の

枠
内
で
物
事
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
各
地
域
が
個
々
の
役
割
を
担
う

こ
と
で
、
特
定
の
分
野
で
力
を
発
揮

し
あ
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野

で
は
、
福
岡
県
と
連
携
し
て
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
や
燃
料
電
池
自

動
車
の
普
及
を
進
め
、
北
部
九
州
地

域
に
集
積
す
る
自
動
車
関
連
産
業
の

持
続
的
な
発
展
を
支
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
医
療
分
野
で
は
、
２
０
１
３

年
に
九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療

セ
ン
タ
ー
が
九
州
新
幹
線
「
新
鳥
栖

駅
」
前
に
開
業
す
る
予
定
で
す
。
県

の
枠
を
超
え
て
、
全
国
、
さ
ら
に
は

海
外
か
ら
の
利
用
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
新
幹
線
全
線
開
通
で
九
州

の
縦
軸
が
強
化
さ
れ
、
観
光
や
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
唯
一
の
停
車
駅
新
鳥
栖
駅

は
、
九
州
の
縦
軸
と
横
軸
の
交
流
拠

点
で
す
の
で
、
長
崎
や
大
分
と
も
連

携
し
、
西
九
州
、
東
九
州
へ
の
観
光

客
誘
致
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
へ
東
京
へ
と
集
ま
る
人
た
ち

を
運
ん
だ
「
さ
く
ら
」
か
ら
、
西
日

本
　を
走
る
「
さ
く
ら
」
へ
。
こ
れ
　

か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
　花

を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
　期
待

し
て
い
ま
す
。

蒲島郁夫氏熊本県知事

好
機
生
か
し
活
性
化
へ

　
熊
本
県
民
長
年
の
「
夢
」
で
あ
る

九
州
新
幹
線
が
全
線
開
業
し
、
熊
本

―
新
大
阪
間
が
最
速
２
時
間

分
で

結
ば
れ
ま
す
。
交
流
人
口
の
増
加
や

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
が
期
待

で
き
る
本
県
に
と
っ
て
、
１
０
０
年

に
１
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
、
そ
の
効
果
を
県
全
体
の
浮
揚
に

つ
な
げ
、
九
州
・
関
西
・
中
国
地
方

各
県
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
九

州
全
体
さ
ら
に
は
西
日
本
の
経
済
活

性
化
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
県
は
２
０
１
０
年

月
に
今
後

年
間
の
産
業
振
興
の
基
本
的
方
向

性
を
示
し
た
「
熊
本
県
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
１
１
」
を
策
定
し
、
今

後
成
長
が
見
込
め
る
「
重
点
成
長
５

分
野
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
の
３

月
に
は
「
く
ま
も
と
有
機
薄
膜
技
術

高
度
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設

し
、
次
世
代
太
陽
電
池
や
照
明
技
術

の
開
発
環
境
が
整
い
ま
す
。

　
ま
た
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
」
と
い
っ
た
熊
本
県
発

次
世
代
技
術
の
事
業
化
も
進
め
て
お

り
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る

分
野
に
お
い
て
、
県
境
を
越
え
た
連

携
を
強
化
し
つ
つ
新
産
業
の
創
出
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
一
方
、
東
ア
ジ
ア
戦
略
と
し
て
、

年
秋
に
熊
本
市
と
熊
本
大
学
と
の

合
同
に
よ
る
上
海
事
務
所
の
開
設
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
中
国
に
お
け

る
県
内
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

や
観
光
客
誘
致
、
上
海
を
中
心
に
活

躍
す
る
熊
本
県
出
身
者
お
よ
び
熊
本

大
学
留
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
九
州
の
中
央
に
位
置
す
る
本
県

は
、
関
西
・
中
国
地
方
と
の
時
間
的

距
離
が
縮
ま
る
新
幹
線
全
線
開
業
を

機
に
、
地
理
的
優
位
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
、
さ
ら
な
る
拠
点
性
の
向

上
に
取
り
組
み
、
九
州
に
お
け
る
卓

越
し
た
ハ
ブ
機
能
を
持
つ
雄
都
に

向
か
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

交
通
、
陸
の
態
勢
も
整
う

伊藤祐一郎氏鹿児島県知事
　
鹿
児
島
県
は
全
国
有
数
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
、
良
質
で
豊
富
な
農

林
水
産
物
を
活
用
し
た
食
品
関
連
産

業
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

電
子
部
品
な
ど
製
造
業
の
製
造
品
出

荷
額
も
九
州
１
位
な
ど
生
活
関
連
型

か
ら
先
端
企
業
ま
で
の
立
地
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
３
月

日
に
九
州
新
幹

線
が
全
線
開
業
し
、
鹿
児
島
の
陸
海

空
の
態
勢
が
整
い
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
と
な
り
ま
す
。
鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
博
多
駅
ま
で
最
速
１
時
間

分
、
新
大
阪
ま
で
は
３
時
間

分
で

結
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、
関
東
・
関

西
か
ら
鹿
児
島
が
視
野
に
入
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
鹿
児
島
に

イ
ン
、
新
幹
線
を
使
っ
て
福
岡
か

ら
ア
ウ
ト
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
・
人
的

交
流
が
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
鹿
児
島
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
開
」
。
時
代
は
ア
ジ
ア
の
時
代
、

九
州
が
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
、ア
ジ
ア
に
向
か
っ
て
開
放

さ
れ
羽
ば
た
く
新
し
い
時
代
で
す
。

さ
ら
に
「
本
物
。
鹿
児
島
県
」
の
文

化

食

景
観

歴
史
な
ど
「
本
物
」

の
良
さ
が
全
国
に
向
か
っ
て
開
き
、

解
き
放
た
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
生
か
す
べ
く
地
域
資
源
を
生
か
し

た
新
産
業
育
成
や
、
ア
ジ
ア
へ
の
展

開
支
援
な
ど
を
柱
と
す
る
「
か
ご
し

ま
製
造
業
振
興
方
針
」
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
農
商
工
等
連
携
の
一
層

の
推
進
や
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
拡
大
に

向
け
た
施
策
の
展
開
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
全
線
開
業
を
機
に
独
自
の
資
源
、

強
み
を
生
か
し
た
「
安
心
安
全
新

食
料
供
給
基
地
」
の
形
成
を
目
指
し

つ
つ
、環
境
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
半
導

体

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、

九
州
一
体
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
に
近
い

地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
施
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観光に…
つながる放浪記お菓子

素
朴
な
味
わ
い
で
隠
れ
た
人
気

俵山温泉（長門市）の「三猿まんじゅう」山口県

　◎…山口県の名物といえば「ふぐ」、
「外郎（ういろう）」などが全国的に有名
だが、素朴な味わいで隠れた人気があるの
が俵山温泉（長門市）の「三猿まんじゅ
う」だ。
　約 年以上も前に白猿が温泉を発見し
たという由来にちなみ、「見ざる、言わざ

る、聞かざる」の三猿をかたどっている。
温泉街には３軒の 頭屋があり、どの店で
も出来たてが味わえる。カステラの中には
白（柚子風味）と黒のこしあん。店によっ
ては抹茶風味のものも。
　岸信介元首相も湯治に訪れた俵山温泉、
お立ち寄りの際はぜひご賞味あれ。

　　 ２０１１年 平成２３年 ３月１１日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


